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川崎市では現在、 かわさき「農」の新生プランの策定作業を進めています。 

 

このプランは、「農」1のあり方の基本的な方向を示し、中長期的に取り組むべき基本施策を明

らかにするものです。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

本市の農業は、農家の兼業化が進み、相続税問題、農業従事者の高齢化などから、農地や農家は減少し続けて

おります。一方、このような状況のなか、多くの市民からは、子供と一緒に土にふれたい、市民農園を借りたい、安

全・安心な農産物はどこで購入できるのかなど、農業・農地に対する要望・期待が寄せられています。 

市内の農業・農地は、農産物を供給するという機能だけでなく、緑や防災空間を提供し、農作業体験などを通して

レクリエーション、福祉、教育に有効な役割を果たしています。  
今後、本市はこのような「農」の多面的役割を再評価する観点から農業施策を進めます。                

 

 

 
体験農業 親子で米づくり （麻生区古沢） 

 
1 「農」とは、経済活動だけを意味しがちな言葉としての「農業」と区別して、人間のいのちの源である食の供給

や、地域社会活動にとって重要な役割を果たしている農家を含め、多面的な機能を発揮する農業・農地を表現

しています。 



 

 

 

 

 

基本目標2 
 

かわさき１３０万市民「農」のあるライフスタイルづくりの実現 
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行政 

①安全・安心なかわさき農産物を積極的に購入します 
②農体験の場・機会に積極的に参加します 
③都市農地が持つ社会的・公益的価値を理解します 

農家 

農業関連団体 

連携・協働 

 

①安全・安心なかわさき農産物

の供給します 
②市民の農体験の場・機会の

提供します 
③都市農地の社会的・公益的

価値を自覚し、営農活動を行

います 
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①安心・安全な農業を推進し、地産地消を推進し

②農業者と市民の農体験・交流を促進します 
③都市農地の保全に努めます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
2 身近なところに懐かしく心なごむふるさとの原風景を実感し、土にふれ生き

「農」を自覚する、そして、新鮮で安全な地元産農産物を消費し、「農」に参加し

化行事を大切にする、土・緑の空間として、防災時のオープンスペースとして都

するなど、かわさき 130 万市民「農」のあるライフスタイルづくりを基本目標とし
①安心・安全な農業を推進し、地

産地消による都市農業を振興

します 
②市民の農体験の場・機会の提

供に努めます 
③都市農地を保全・活用するた

めの施策を推進します 
④「農」のあるライフスタイルづくり

の推進体制の確立します 
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計画の概要
 

を育てる体験を通して「食」と

」を支え、地域に伝わる農文

に必要不可欠な農地が存在

す。 



基本施策の体系 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民とつくるかわさき 
農業」の振興 

「農」に親しむ仕組み 
の確立 

「多面的な機能を発揮する 
都市農地」の保全と活用 

安心・安全な農業の確立 

地産地消の推進 

「農」の担い手の育成 

「農」を知る機会づくり 

「農」を体験する場の提供 

「農」に参加する仕組み 
づくり 

「農」のある風景の保全 

都市農地の保全と活用 

農業生産基盤の整備 

推進体制の確立 
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今後の基本施策の展開方向 

１ 「市民とつくるかわさき農業」の振興 
・ 安全・安心な農産物の供給や資源循環をめざす環境保全型農業や地域循環型農業を推進します。 

・ 農業者と消費者の交流・相互理解の場を積極的に設け、顔の見える関係である地産地消を促進し

ます。 

・ 市民ニーズに応える農業体験、環境保全型農業など付加価値の高い都市型農業経営への転換を

進めます。 

・ 営農意欲のある認定農業者、青年農業者、女性農業者等の支援を図るとともに、農業パートタイ

マー等を含め多様な農業の担い手の育成を進めます。 

 

２ 「農」に親しむ（市民が農を知り、体験し、参加する）仕組みの確立 
・ 農文化、イベントの承継・充実、食農教育の実施、市民ファーミングの普及、農情報の発信強化など、

「農」を知る機会づくりを進めます。 

・ 多様な市民農園（レクリエーション・福祉・教育型農園）の拡充など、「農」を体験する場の提供に努

めます。 

・ 市民援農ボランティアの育成・組織化、市民による農地の利用拡大など、市民の「農」への参加を進

めます。 

 

３ 「多面的な機能を発揮する都市農地」の保全と活用 
・ 農業振興地域（麻生区黒川、岡上、早野地区）を中心とした「農」のある風景の保全をめざします。 

・ （仮称）かわさき市民ふるさとづくり事業（黒川地区農業公園づくり事業等）などを進め、市街化調整

区域内農業の活性化を図ります。 

・ 市民防災農地の登録推進、生産緑地地区の定期的指定などに努めます。 

・ 農地の保全・活用に必要な農業生産基盤の整備を進めます。 
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平成 15 年 9 月から、かわさき農業振興プラン策定懇談会と同作業部会において、延べ 8回の会議

開き、かわさき「農」の新生プランについて検討してまいりました。  

今年度、みなさまからのご意見等をいただき、このかわさき「農」の新生プラン（案）を市の農業

興計画として決定していく予定です。 

かわさき「農」の新生プラン（案）について、ご意見・ご感想がございましたら、お寄せください

お、同プラン（案）の詳細な内容につきましては、市のホームページでもご覧いただけます。 

また、希望者には同プラン（案）の冊子を農業振興センターにて配布しています。 

http://www.city.kawasaki.jp/28/28nogyo/home/nogyo/kawasakinonogyo.htm 

【受付方法】郵送（様式自由）、ＦＡＸ、電子メール 

【期  間】平成 16 年 12 月末日 
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